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一
　
幕
末
の
狩
野
派
と
奥
絵
師

狩か
の
う
し
ゅ
ん
せ
ん
と
も
の
ぶ

野
春
川
友
信
（
号
一
青
齋
、
一
八
四
三
―

一
九
一
二
）
は
天
保
十
四
年
三
月
二
十
五
日
に
江
戸
築
地
に
生
ま
れ
た
。
父
は

奥
絵
師
の
浜
町
狩
野
家
八
代
、
狩か

の
う
と
う
せ
ん
な
か
の
ぶ

野
董
川
中
信
（
号
全
楽
齋
、
一
八
一
一
―

一
八
七
一
）
で
あ
る
。
明
治
に
な
っ
て
友
信
が
出

仕
し
た
東
京
美
術
学
校
の
履
歴
書
に
は
そ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
父
の
生
家
木
挽
町
狩
野
家
の
絵
所
で
七
年
間
の
絵
画

修
行
を
経
て
、
十
六
歳
の
と
き
に
十
四
代
将
軍
徳と

く
が
わ川

家い
え
も
ち茂

に
よ
り
、
父
董
川
の
見
習
と
し
て
奥
絵
師
に
召
し
出
さ
れ
た
。
幕

府
御
用
を
つ
と
め
、
ま
た
洋
学
研
究
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
開
成
所
で
洋
画
を
学
ん
だ
。
十
五
代
将
軍
徳と

く
が
わ川

慶よ
し
の
ぶ喜

に
よ
る
大

政
奉
還
に
続
い
て
幕
府
が
廃
止
さ
れ
た
際
に
は
二
十
四
歳
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
ま
で
幕
府
の
庇
護
の
も
と
に
あ
っ
た
奥
絵
師
た
ち
は
明
治
に
な
っ
て
大
き
く
運
命
が
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
友
信
は

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
よ
り
文
部
省
に
出
仕
、
開
成
学
校
に
出
勤
し
て
、
の
ち
に
東
京
大
学
予
備
門
で
画
学
を
教
え
る
こ

と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
幕
末
の
洋
画
修
行
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
頃
東
京
大
学
お
雇
い
外
国
人
教
師
と
し

て
来
日
し
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｆ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
出
会
っ
て
日
本
画
の
鑑
定
を
教
え
、
狩
野
宗
家
当
主
で
叔
父
の
狩か

の
う
え
い
と
く

野
永
悳

立た
つ

信の
ぶ

を
紹
介
し
、
ま
た
木
挽
町
絵
所
で
と
も
に
学
ん
だ
狩か

の
う
ほ
う
が
い

野
芳
崖
を
引
き
合
わ
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
二
十
二
年
開
校
の
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東
京
美
術
学
校
で
は
絵
画
教
諭
、
の
ち
に
助
教
授
と
な
り
、
二
十
九
年
に
辞
職
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
東
京
盲
唖
学
校
で
教

え
、
四
十
五
年
に
六
十
九
歳
で
没
し
て
い
る
。

狩
野
友
信
が
生
ま
れ
育
っ
た
幕
末
の
築
地
と
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
人
と
な
り
は
江
戸
築
地

で
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る）

1
（

。「
狩
野
五
家
譜
」
に
よ
れ
ば
、
浜
町
狩
野
家
は
両
国
米
澤
町
の
拝
領
屋
敷
を
町
人
に
貸
し

て
、
近
く
の
山
伏
井
戸
に
地
所
を
借
り
て
住
ん
で
い
た
が
、
後
に
深
川
浄
心
寺
脇
に
移
り
、
六
代
舜
川
昭
信
の
時
代
に
築
地

門
跡
裏
住
居
に
転
居
し
て
い
た）

2
（

。
七
代
友
川
助
信
が
早
世
し
て
、
木
挽
町
狩
野
家
か
ら
当
主
伊い

せ
ん
い
ん
な
が
の
ぶ

川
院
栄
信
の
五
男
董
川
中
信

が
養
子
に
迎
え
ら
れ
、
友
信
が
生
ま
れ
た
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
「
諸
向
地
面
取
調
書
」
に
よ
れ
ば
、
狩
野
董
川
中

信
は
「
浜
町
山
伏
井
戸
御
奥
医
師
石
坂
宗
哲
」
の
地
面
を
借
り
て
住
ん
で
い
た
と
さ
れ
る）

3
（

。
十
六
歳
に
な
っ
た
友
信
が
将
軍

家
茂
に
よ
り
奥
絵
師
見
習
を
仰
せ
つ
か
っ
た
翌
六
年
に
は
林
町
に
住
居
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
友
信
が
修
行
し
た
狩

野
派
の
木
挽
町
絵
所
が
あ
っ
た
の
は
、
現
在
の
銀
座
五
丁
目
。
今
は
首
都
高
速
道
路
と
な
っ
て
い
る
が
、
昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）
ま
で
流
れ
て
い
た
築
地
川
に
か
か
る
采
女
橋
を
渡
る
と
築
地
で
あ
る
。

狩
野
派
の
発
端
は
中
世
、
足
利
将
軍
家
に
仕
え
た
狩
野
正
信
と
さ
れ
る）

4
（

。
正
信
が
活
躍
し
た
の
は
、
御
用
絵
師
の
周
文
、

宗
湛
、
そ
し
て
在
野
の
雪せ

っ
し
ゅ
う舟等

、
相
国
寺
の
禅
僧
た
ち
が
画
壇
の
中
心
で
あ
っ
た
の
に
続
く
時
代
で
あ
る
。
正
信
は
や
が
て

将
軍
足
利
義
尚
の
命
を
受
け
て
、
肖
像
画
や
障
壁
画
を
制
作
す
る
よ
う
に
な
り
、
初
代
の
御
用
絵
師
と
し
て
、
狩
野
家
の
地

位
を
確
立
し
て
い
っ
た
。
正
信
の
直
系
が
狩
野
宗
家
を
名
乗
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
正
信
か
ら
数
え
て
四
代
目
に
あ
た
る

永え
い
と
く
く
に
の
ぶ

徳
州
信
（
一
五
四
三
―

一
五
九
〇
）
は
信
長
や
秀
吉
に
重
用
さ
れ
、
桃
山
時
代
を
代
表
す
る
絵
師
と
な
っ
た
。

永
徳
の
次
男
孝
信
の
長
男
、
探た

ん
ゆ
う
も
り
の
ぶ

幽
守
信
（
一
六
〇
二
―

一
六
七
四
）
は
宗
家
で
は
な
か
っ
た
が
、
才
能
を
認
め
ら
れ
て
多
く

の
名
品
を
後
世
に
残
し
、
狩
野
派
の
名
を
不
動
の
も
の
と
し
た
。
探
幽
は
弟
の
主し

ゆ

馬め

尚な
お

信の
ぶ

（
一
六
〇
七
―

一
六
五
〇
）
と
と
も

に
徳
川
家
康
に
従
っ
て
京
都
か
ら
江
戸
に
移
り
、
江
戸
城
の
鍛
冶
橋
門
外
に
屋
敷
が
与
え
ら
れ
て
御
用
絵
師
と
な
り
、
鍛
冶

橋
狩
野
家
の
初
代
と
な
っ
た
。
江
戸
狩
野
の
宗
家
で
あ
る
中
橋
狩
野
家
は
孝
信
の
三
男
安
信
が
継
い
だ
。
一
方
尚
信
は
竹
川

町
、
後
の
木
挽
町
狩
野
家
の
初
代
と
し
て
分
家
す
る
。
ま
た
浜
町
狩
野
家
は
木
挽
町
家
二
代
常
信
の
次
男
、
随
川
岑
信
（
一
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六
六
二
―

一
七
〇
五
）
の
分
家
に
始
ま
る
。
岑
信
が
六
代
将
軍
家い

え
の
ぶ宣

の
寵
愛
を
受
け
、
奥
医
師
並
を
仰
せ
つ
か
っ
た
の
が
奥
絵

師
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
待
遇
は
拝
領
の
屋
敷
と
二
百
石
二
十
人
扶
持
の
俸
禄
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

江
戸
時
代
末
に
は
、
宗
家
で
あ
る
中
橋
狩
野
、
そ
れ
に
鍛
冶
橋
狩
野
、
木
挽
町
狩
野
、
浜
町
狩
野
を
加
え
た
四
家
が
徳
川
幕

府
の
奥
絵
師
と
し
て
並
立
し
て
い
た
。
名
前
は
そ
れ
ぞ
れ
幕
府
よ
り
与
え
ら
れ
た
屋
敷
の
所
在
地
に
よ
る
。
四
家
は
縁
戚
関

係
に
あ
り
、
協
力
し
て
幕
府
の
絵
画
制
作
に
あ
た
っ
た
。

宗
家
・
中
橋
狩
野
家

祐
勢
正
信（
初
代
）
│
永
仙
元
信（
二
代
）
│
松
栄
直
信（
三
代
）
│
永
徳
州
信（
四
代
）
│
右
京
光
信（
五
代
）
│
左
近
貞
信（
六
代
） 

│

│
永
真
安
信（
七
代
）
│
右
京
時
信（
八
代
）
│
永
叔
主
信（
九
代
）
│
永
真
憲
信（
十
代
）
│
祐
清
英
信（
十
一
代
）
│
永
徳
高
信（
十
二
代
）
│

│
永
賢
泰
信（
十
三
代
）
│
祐
清
邦
信（
十
四
代
、鍛
冶
橋
家
よ
り
）
│
永
悳
立
信（
十
五
代
、木
挽
町
家
よ
り
）
│
祐
正
忠
信（
十
六
代
、養
子
）

鍛
冶
橋
狩
野
家

探
幽
守
信（
初
代
、宗
家
よ
り
）
│
探
信
守
政（
二
代
）
│
探
船
章
信（
三
代
）
│
探
常
守
富（
四
代
）
│
探
林
守
美（
五
代
）
│
探
牧
守
邦（
六
代
）
│

│
探
信
守
道（
七
代
）
│
探
淵
守
真（
八
代
）
│
探
原
守
経（
九
代
）
│
探
美
守
貴（
十
代
）
│
探
岳
守
節（
十
一
代
）
│
探
道

竹
川
町
↓
木
挽
町
狩
野
家

主
馬
尚
信（
初
代
、宗
家
よ
り
）
│
養
朴
常
信（
二
代
）
│
如
川
周
信（
三
代
）
│
栄
川
古
信（
四
代
）
│
受
川
玄
信（
五
代
、浜
町
家
よ
り
）
│

│
栄
川
院
典
信（
六
代
）
│
養
川
院
惟
信（
七
代
）
│
伊
川
院
栄
信（
八
代
）
│

浜
町
狩
野
家

随
川
岑
信（
初
代
、木
挽
町
家
二
代
常
信
二
男
）
│
随
川
甫
信（
二
代
、常
信
三
男
）
│
常
川
幸
信（
三
代
）
│
閑
川
昆
信（
四
代
）
│

│ 

融
川
寛
信（
五
代
）
│
舜
川
昭
信（
六
代
）
│
友
川
助
信（
七
代
）
│
菫
川
中
信（
八
代
、木
挽
町
家
よ
り
）
│
春
川
友
信（
九
代
）

│
晴
川
院
養
信（
九
代
）
│
勝
川
院
雅
信（
十
代
）

│
信
義
興
禎（
朝
岡
家
へ
）

│
菫
川
中
信（
浜
町
家
へ
）

│
永
悳
立
信（
中
橋
家
へ
）

奥
絵
師
系
図
よ
り
（
一
部
省
略
）



20

奥
絵
師
と
は
奥
医
師
、
奥
儒
者
な
ど
と
並
ぶ
幕
府
の
世
襲
の
役
職
で
あ
る
。
旗
本
と
同
様
の
扱
い
を
受
け
、
将
軍
に
直
接

会
っ
て
話
す
こ
と
が
許
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
御
目
見
以
上
の
格
式
で
あ
っ
た
。
幕
府
の
奥
絵
師
に
は
狩
野
四
家
以
外
に
土
佐
二

家
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
六
家
の
世
襲
で
あ
っ
た
。
奥
絵
師
に
次
ぐ
御
用
絵
師
と
し
て
は
、
表
絵
師
が
い
た
。
奥
絵
師
の
仕
事

は
、
将
軍
の
肖
像
画
の
制
作
に
始
ま
り
、
江
戸
城
の
障
壁
画
を
始
め
と
す
る
調
度
品
の
制
作
や
修
繕
、
日
光
東
照
宮
の
絵
画

作
成
、
養
子
や
嫁
に
下
っ
た
将
軍
の
子
女
の
持
参
品
、
諸
大
名
等
へ
の
贈
呈
品
等
の
制
作
な
ど
、
多
岐
に
渡
っ
た）

5
（

。
後
述
す

る
が
、
友
信
の
父
中
信
も
、
ま
た
友
信
自
身
も
奥
絵
師
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
役
目
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

瀏八
十
子

春
川
友
信

菫
川
中
信

成
島
東
岳
司
直

成
島
筑
山

佐
藤
一
斎

（
離
別
）

成
島
柳
北

四
男　
（
名
不
詳
）美
術
学
校
入
学
、早
世

三
男　

誠

長
女　
（
名
不
詳
）

二
男　
（
名
不
詳
）

猛
雄

長
男　

辰
男

栄
夫

尚
一

安
久
里

山
田
史
郎

久
美
子

中
尾
賢
次

鈴
木
松
之
助

三
女　

花
兄

小
夜
子

小
上
馬
幸
男

成
光

淑
子

精
三

小
上
馬
智
宏

林
季
四
郎

次
女　

清
子

永
塚
楽
治

四
女　

  

綱

美
年
子

奈
良
泰
弘

奈
良
一
雄

正
男（
鈴
木
松
之
助
養
子
）

鈴
木
茂
夫

女

河
田
貴
堂
熈

河
田
迪
斎

歌
子

千
賀

（
不
詳
）

狩
野
春
川
友
信
家
系
図
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安
定
し
た
徳
川
長
期
政
権
の
庇
護
の
も
と
に
地
位
を
保
証
さ
れ
た
狩
野
派
の
絵
師
た
ち
は
、
日
本
全
国
の
大
名
家
に
も
仕

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
頂
点
に
あ
っ
た
の
が
奥
絵
師
の
当
主
た
ち
と
い
え
よ
う
。
奥
絵
師
は
定
期
的
に
登
城
し

て
制
作
の
御
用
を
仰
せ
つ
か
り
、
大
奥
の
「
御
絵
部
屋
」
に
出
仕
し
て
絵
を
描
き
溜
め
も
し
た
が
、
屋
敷
に
持
ち
帰
っ
て
弟

子
た
ち
で
手
分
け
し
て
仕
上
げ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
奥
絵
師
の
御
用
に
対
し
て
は
「
御
絵
本
途
」
と
い
わ
れ
る
定

額
の
画
量
が
、
大
き
さ
や
画
題
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
。
制
作
以
外
に
副
業
と
し
て
古
画
の
鑑
定
を
行
っ
て
い
た
。
持

ち
込
ま
れ
た
古
画
を
模
写
し
て
残
す
こ
と
は
、
弟
子
の
育
成
に
あ
た
り
、
日
本
お
よ
び
中
国
の
古
画
の
模
写
を
尊
重
す
る
、

い
わ
ゆ
る
粉
本
主
義
を
と
っ
て
い
た
こ
と
に
通
じ
る
。
こ
の
た
め
絵
師
個
人
の
才
能
が
ほ
と
ば
し
る
よ
う
な
名
品
が
生
ま
れ

に
く
い
土
壌
が
あ
っ
た
と
の
見
方
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
事
実
で
あ
ろ
う
。
封
建
社
会
に
特
有
の
組
織
的
な
絵
画
の
職
能

集
団
だ
っ
た
の
は
ま
ち
が
い
な
い
。

幕
末
に
狩
野
派
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
宗
家
で
あ
る
中
橋
家
よ
り
は
む
し
ろ
木
挽
町
家
で
あ
っ
た
。
寛
政
年
間
に

木
挽
町
家
六
代
の
栄え

い
せ
ん
い
ん
み
ち
の
ぶ

川
院
典
信
（
一
七
三
〇
―

九
〇
）
が
、
時
の
老
中
田
沼
意
次
に
取
り
入
っ
て
、
田
沼
邸
に
隣
接
す
る
土
地

に
屋
敷
を
賜
わ
っ
た
と
さ
れ
る
。
七
代
養
川
院
、
八
代
伊
川
院
と
続
い
て
、
江
戸
狩
野
派
の
取
り
ま
と
め
役
と
も
い
う
べ
き

頭
取
を
つ
と
め
た
。
中
で
も
重
要
な
の
が
度
重
な
る
出
火
に
よ
っ
て
消
失
し
た
江
戸
城
の
各
御
殿
再
建
に
関
わ
る
御
用
で
あ

る
。
九
代
晴せ

い
せ
ん
い
ん
お
さ
の
ぶ

川
院
養
信
（
一
七
九
一
―

一
八
四
六
）
は
、
天
保
十
年
度
（
一
八
三
九
）
の
西
の
丸
お
よ
び
引
化
二
年
度
（
一
八
四

五
）
の
本
丸
再
建
に
お
い
て
、
幕
府
と
の
調
整
役
と
し
て
奥
絵
師
、
表
絵
師
、
そ
れ
に
町
絵
師
も
加
え
た
狩
野
派
の
事
業
の

指
揮
を
と
っ
た
。
狩
野
派
御
用
絵
師
た
ち
の
い
わ
ば
最
後
の
大
規
模
協
働
事
業
の
様
子
を
『
公
用
日
記
』
に
残
し
て
い
る
。


